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有害生物管理・ＩＰＭ・ノラバト対策 

 

●今年も梅雨の時期になってきましたが、地球温暖化のせいか寒暖が大きいですね。ところで、新型ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ

対策においてﾏｽｸの供給不足が話題になりました。私は 5 月 23 日から 5 日間大阪⇒東京⇒名古屋を回りました

が、この間の人ごみ中のﾏｽｸ顔の率は大阪約 40%、東京約 15%、名古屋 5％といった印象であり、ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞに対

する危機意識の地域差が伺えました。今では感染に対する危機感が薄れたため、大阪ではﾏｽｸ顔が目立たなくな

ってきていますが、まだまだﾏｽｸの供給は不足という情報が流れています。しかし、この冬には第 2波が来ると

予想されますので、それまでに十分量のﾏｽｸの供給を願いたいものです。 

●前回「ハチは何故大量死したのか」（R.Jacobson 著）を紹介しました。重ねて推薦します。前回も同じこと

を書きましたが、難解なところや話の流れが込み入ったところがあるので、読破するには時間がかかるかもし

れません。が、皆さんに是非読んでいただきたい本です。 

・ 今回は「風の中のﾏﾘｱ」百田尚樹著（講談社発行：1500 円本体）を紹介します。この本は、ｵｵｽｽﾞﾒﾊﾞﾁの働き

蜂「ﾏﾘｱ」を主人公にした擬人物語です。ｺﾛﾆｰ（本では「帝国」という）を守るために日々風の中を飛び回っ

て、餌をとりに出向く戦士「ﾏﾘｱ」の一生（約 30日）を描いています。ｽｽﾞﾒﾊﾞﾁ研究の専門家からの助言や専

門書 10 冊を参考にして書かれていますので、内容が豊富で、よく観察されたｵｵｽｽﾞﾒﾊﾞﾁの生態が詳細に描写

されています。おもしろい読み物としてｵｵｽｽﾞﾒﾊﾞﾁの生態を知ることができ、皆さんに読んで欲しい一冊です。 

・ ｵｵｽｽﾞﾒﾊﾞﾁは東ｱｼﾞｱに分布し、種類は 5亜種確認されています。日本のｵｵｽｽﾞﾒﾊﾞﾁは秋頃に他のｽｽﾞﾒﾊﾞﾁやﾐﾂﾊﾞ

ﾁを集団で襲い、その幼虫や蛹を略奪するという種特異性の行動をとります。日本ﾐﾂﾊﾞﾁはｵｵｽｽﾞﾒﾊﾞﾁの攻撃に

対して「蜂球」を作って熱で殺すという防御行動を持っていますが、西洋ﾐﾂﾊﾞﾁには元来ｵｵｽｽﾞﾒﾊﾞﾁのいない

環境で進化したせいか、防御手段を持たないなどが書かれています。また、ﾐﾂﾊﾞﾁが大量死している日本の養

蜂の実態にも触れているのも興味深いところです。 

・ 日本古来の蜂類は、活動を春に始め、冬が訪れるとｺﾛﾆｰは崩壊し、消えていきます。2 度と同じ巣を使うこ

とはありません。まさに「自然の復元力」の一例です。                （Shin） 

 

 

知らず知らずのうちにどこからともなく現れて、人の周りを飛び回り、小さ

いけれど気になるコバエ。ゴミ箱や排水系にたかったりしているから衛生的に

も気になる・・・。パシッとやってやりたいけれど意外とすばしっこい。こんなコバエたちをスマートに退治

する捕虫器『ムシキャパ』（製造元：ベンハー芙蓉㈱、販売元：ピエージュ㈱）をご紹介します。ハエなどの

昆虫を光で誘引して粘着紙に捕獲するライトトラップタイプの捕虫器は今や防虫対策の主流に。しかし、多く

のライトトラップは、機能性を重視でサイズが大きく、設置場所が限られていました。飲食店など設置スペー

スが限られている場所では、大きさや雰囲気がお店にマッチしないことも。しかし、『ムシキャパ』は小型で、

グッドデザイン賞を受賞したかわいいデザインです。点灯している姿はおしゃれな間接照明のような雰囲気で、

捕虫力も、昆虫が好む光の波長のランプで誘引しますので効果は絶大です。 
商品のお問い合わせは弊社 HPから。 
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